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Ⅰ．問題の所在
本稿の目的は，育児書を基に，父親に期待される
育児行為に関する内容を明らかにすることにある。
『新社会学辞典』によれば，育児とは「未熟な状
態で生まれた人間の子どもを，保護し養育する営
み」と定義される。しかし，実際，育児という言葉
を用いるとき，そこには社会・文化的に様々な意味
づけ（＝育児観）がなされる。人々が育児を行うと
き，その行動は育児観に基づいて決定され，また，
人々が育児について論じるとき，その主張はその人
の育児観に基づいている。すなわち，育児観は育児
をめぐる行動や発言をその背後から規定しているの
である。従って，育児観を明らかにすることは，育
児に関する行動や発言を読み解く上で欠かせないも
のとなる。育児観において，近年，＜父親＞をめぐ
る意識は大きく変化している。父親は，性別役割分
業の下，育児に関する役割から免除されてきたが，
近年，父親に対して育児参加が求められているので
ある。この役割内容の変容は，育児という行為に付
与される価値，つまり育児観を見直す契機となりう
る。しかし，先行研究においては，父親の育児につ
いては，母親の育児行為＝父親の育児行為という指
標が検討されることなく用いられていることから明
らかなように，育児行為の見直しや育児観の再検討
といった作業は見過ごされてきた。つまり，父親に
求められた「労働に専従しつつ，育児にも関わる（＝
働く親）」という新しい形の役割の具体的内容は看
過されているのだ。
本稿では，育児書を基に＜父親＞をめぐる意識の
変容をみていく。育児書は，育児期の父母に対して
価値意識の変容を働きかける媒体であり，社会全体
の持つ価値を個人に伝達する役割を担っている。そ
こで，本稿では，育児書の中で表現される＜父親＞
像を通して育児に付与される価値を明らかにしてい
く。
Ⅱ．分析の対象
「育児書」には，どのような書籍が含まれるのだ
ろうか。「表1 過去30年間に発行された育児書の
冊数」は『出版年鑑』において「育児」の分野に分
類されたものを抽出し，さらに，その中から「父」・
「パパ」・「ツレ」等「男性」を示す言葉をタイトル
に含む書籍を抽出してまとめたものである。これを
みると，育児書の発行数は増加傾向にあること，そ
の一方，法律の制定や社会の動き等の変化にかかわ
らず，男性を読者層に想定したり，男性と子どもの
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表1 過去20年間に発行された育児書の冊数
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1992年
（平成4年） 38 1
西成彦・伊藤比呂美『パパはごきげんななめ』
1993年
（平成5年） 65 5
徳間書店編『新米パパとママのためのはじめての育児12カ月』
鈴木まもる『父さんの子育て絵日記1』 鈴木まもる『父さんの子育て絵日記2』
ビル・コスビー『父親だって大変なんだよ‼』
成美堂出版編『パパとママの赤ちゃん3歳までのしつけ』
1994年
（平成6年） 64 5
汐見稔幸他『父子手帖』 日東書院編『なりたてパパ・ママの安心育児12か月』
マーチン・グリーンバーグ『父親の誕生』
桶谷仁志＆平成100人パパ『パパ・サヴァイバル』
三井英樹『ミルクエイジ－平成パパの子育てレポート』
1995年
（平成7年） 86 8
男の育児参加を考える会編『わかりやすいお父さんの育児 BOOK』 男の子育てを考える会編『男の育児書』
佐々木匠・志村克己・大阪保育研究所編『残業パパのふれあい育児』
主婦の友社編『メンズバルーン』 日東書院編『男の育児手帖』
有楽出版社編『はじめてパパになる本』 杉山亮『子育てを遊ぼう！お父さん』
武部信隆『育児も男のカイショー』
1996年
（平成8年） 78 4
薗部友良『お父さんの育児手帳』 宮本まき子『新米お父さんの子育ての本』
川野太郎『不完全パパマニュアル』 布川敏和『パパ，やっつけちゃうぞ！』
1997年
（平成9年） 66 4
森本義晴・小林政仁『新米パパ手帳』 宮本まき子『はじめてママ＆パパの安心育児』
柿田友広・相沢康夫『プーおじさんの子育て入門』 神足裕司『パパになった男』
1998年
（平成10年） 87 6
上林山瓊子『パパとおじいちゃんの育児の本』 高橋種昭『ヤングママ・パパの「いきいき」子ども学シリーズ9育児不安』
ままとんきっず『パパとママが赤ちゃんに遊んでもらう本』 ケスター・シュレンツ『パパ！』
安藤節子『ヤングママ・パパの「いきいき」子ども学シリーズ11 ママ，おいしいね！』 渡辺とよ子『ママとパパの3歳までのしつけ』
1999年
（平成11年）
「育児をしない男を父とはよばない」
男女共同参画基本法
65 4
汐見稔幸ほか『父子手帖 Part2』
鈴木光司『ママとパパに聞かせたい27の話』
崔正鉉『韓国版男も子育てパンチョギの育児日記』
宮本千華子・内藤寿七郎『パパとママの手作り離乳食』
2000年
（平成12年） 76 9
金森浦子『新米パパに読ませたいふたりでする子育て』 児玉佳子・須藤亜希子『赤ちゃんの秘密がパパとママにわかる本』
榊原洋一『赤ちゃんのためにパパとママに聞いてもらいたい話』 墨威宏編ツインズMLパパの会『ふたご・みつごのおとうさんへ』
ままとんきっず『パパとママがちっちゃな子どもに遊んでもらう本』 有楽出版社編『パパにもわかる子育ての本』
朝日新聞社編『「育休父さん」の成長日誌』 西川禎一『じいちゃんの孫育て』 保坂尚輝『父親になる』
2001年
（平成13年） 112 4
プチタンファン編集部編『夫へ。大事な話があるんです』
母子愛育会・日本子ども家庭総合研究所編『パパ・ママのための育児 Q&A1500』
山口規容子監修『ママとパパの育児百科』 保坂尚輝『父親になる』（文庫）
2002年
（平成14年） 77 3
青木武紀『青木パパの育児伝説』 鈴木光司『パパイズム』
ソール・タートルトプ『じじバカ』
2003年
（平成15年）
少子化対策基本法
94 2
亀谷高行『僕は「おとうさん」になった』
藤田市男『父はなくとも…』
2004年
（平成16年） 81 5
清水恭一『「兼業主夫」マニュアル』
ままとんきっず『ママのお悩みなんでも相談しちゃおうよ！赤ちゃんのことじぶんのことちょっとだけパパのこと』
熊太郎『男女平等の？子育て』 鷹村アツシ『パパがアホでも，子は育つ－酔いどれ広告マンの育児休暇奮闘記』 豊島浩一『燃える父魂』
2005年
（平成17年）
次世代育成支援対策推進法
73 2
あみぼしかつひろ『お父さん頑張る』
中根治夫『サラリーマンパパの育児は楽しい！』
2006年
（平成18年） 89 5
小川正夫『パパの妊娠』 保育園を考える親の会編『働くママ＆パパの子育て110の知恵』
石井憲雄『新米パパは育休さん』 マーク・パンサー『パパはハーフでマークでカミナリ親父！』
まりっぺ・タクロー『あいのり新米ママ＆パパ子育て日記』
2007年
（平成19年） 83 4
小崎恭弘出題・監修『子育てパパ力検定』 橘明『父の本気が子どもを育てる』
ナカムラミツル『パパとママをえらんで，ボクはうまれてきたんだよ。』 広島大三『パパ大豆の「ネクタイとっておんぶひも」』
2008年
（平成20年） 72 3
今田義夫・貝崎弘恒監修『はじめてパパになる本』 小栗左多里・トニー・ラズロ『ダーリンは外国人 with BABY』
和合亮一『パパの子育て奮闘記』
2009年
（平成21年） 96 13
安藤哲也・小崎恭弘『パパルール』 石阪丈一・大塚たかみつ『忙しいパパでもできる！子育てなんとかなるブック』
成美堂出版編集部編『一緒が楽しい！パパとママの子育てブック』 棒田明子『祖父母に孫をあずける賢い100の方法』
PHP編集部編『育児も仕事もがんばるパパ＆ママの子育て情報ハンドブック』 ロバート・シアーズ他『パパになったあなたへの25章』
相沢タロウイチ『お父チャンネル』 おおたとしまさ『パパのネタ帖』 とも『育休パパになろう』
細川貂々『ツレと私の「たいへんだ！」育児』 細川貂々『ツレはパパ1年生』 細川貂々『ツレはパパ2年生』
三島しがこ『とうさん，かあさんと3人の男の子』
2010年
（平成22年）
「イクメンプロジェクト（育てる男が
家族を変える。社会が動く。）」開始
子ども子育て新システム検討会議
113 6
有野晋哉『有野晋哉の父も育つ子育て攻略本』
小崎恭弘『わが家の子育てパパしだい！』 田村亮『田村亮のパパ日記』 セイン・カミュ『ザ・イクメン』
細川貂々『ツレと私の「大変だ！」育児2』 細川貂々『ツレはパパ3年生』
2011年
（平成23年） 51 4
エガリテ大手前編『祖父，ソフリエになる』 相澤タロウイチ『お父チャンネル2』
細川貂々『ツレはパパ1年生』 望月昭『パパ，どうしてお仕事いかないの？』
（1993年～2012年に発行された『出版年鑑（第2巻目録）』を基に作成。）
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表4
妊 娠 妊娠の経過，妊娠中に注意するこ
と，父親ができること（家事，出産
準備，妻を支える）
出 産 出産の経過，出産時の注意，父親に
よる母親の精神的ケア
乳児期 世話（おむつの交換，お風呂，ミル
ク・離乳食），病気・事故の対応・
知識（予防接種を含む），夜泣き，
あやし方，遊び方，保育所，記録
1歳～就学まで 発達，遊び，教育，けが・事故の対
応・知識，保育所・幼稚園，父親と
母親の関係，記録
関わりを取り扱った育児書はほぼ一定の冊数が発行
されていることが分かる。また，男性と子どもの関
わりを取り扱った育児書は，そのタイトルから①育
児の体験をまとめたもの，②知識を啓蒙するタイプ
のものに大別することができ，①のタイプの数が多
いことがわかる。本稿では，知識の広がりをみるた
めに，②のように知識の啓蒙を目的とする育児書を
分析の対象として取り上げることとする。具体的に
は，本稿では，次の9冊を分析の対象として取り上
げる。
・男の子育てを考える会編『男の育児書』（1987年
版，1995年改訂版）
・今田義夫・貝嶋弘恒『はじめてパパになる本－父
親のための育児手帖』（1995年版，2008年増補改
訂版）
・汐見稔幸ほか『父子手帖』（1994年，1999年 Part2
乳幼児）
・NPO法人ファザーリング・ジャパン編『子育て
パパ力検定』（2007年）
・明橋大二『忙しいパパのための子育てハッピーア
ドバイス』（2007年）
・安藤哲也・小崎恭弘『パパルール』（2009年）
これらの9冊は，改訂が行われているもの，複数の
版を重ねて発行されているもの，続編が出版された
ものであり，一定数の読者を獲得したと考えられる
ことに基づいて選定を行った。
Ⅲ．＜父親＞への記述
（1）想定されている読者
「表2 想定されている読者層」は，前書きや表
紙を基にどのような読者を想定して育児書が執筆さ
れているかを見たものである。表から，読者層が広
がっていく傾向がみられる。つまり，『男の育児書』
や『父子手帖』では，初めて父親になる男性，乳幼
児を持つ男性を読者層として想定している一方，『忙
しいパパのための子育てハッピーアドバイス』や『パ
パルール』では，父親になろうとする男性，乳幼児
を持つ父親から思春期以降の子どもを持つ父親ま
で，父親像の幅を広く想定している。
「父親」の年齢層の広がりにともなって，父親と
しての役割の広がっている可能性が考えられる。で
は，具体的に，父親としての関わりをみていく。
（2）父親に期待されている役割
「表3 育児書の内容」は，目次に取り上げられ
ている言葉を基に各書が取り扱っている育児行為を
子どもの年齢・発達別にまとめたものである。
共通して取り上げられている内容をまとめると，
表4のようになる。
子どもの世話や遊びとともに重視されているの
が，母親の精神的なサポートであった。これらを中
心に，どのような関わりが求められているのかをみ
ていく。
① 子どもとの関わり
子どもとの関わりについては，世話をすること，
遊ぶこと，あやし方，記録を作ること等，具体的な
方法が示されている。そのような中で，育児の楽し
さや母親とは違う役割が強調されていくようにな
る。
＜世話をする＞
お風呂に入る 何といっても，男性の本領
（？）を発揮できるのがお風呂だ。…（中略）…
けれど，何よりお風呂は楽しい。赤ちゃんをし
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表2 想定されている読者層
まえがき，帯より
男の育児書（1987） ■これからの若い世代の男たちが，今までの男の生き方を拒否し，別の生き方を探る手
助けになれば，との願いを込めて作られたもの。
■執筆陣の平均年齢は35歳。子育て現役，体当たりで実践を重ねている男たちである。
だから，本書の内容も，特定の育児理論に沿ったものではない。あくまでも生きる知
恵に基づいたアドバイス集である。
■従来の育児書には書かれていない，男の視点から書かれた様々なアドバイスを役に立
ててほしい。
（前書き，5頁）
父子手帖（1994） ■これからはじめて父親になるという男性のために書かれたもの。夫として，父親とし
て，どのようにふるまったらよいかを考えるためのさまざまなヒントや知恵，知識，
考え方などを基本にして構成。
■単なる育児書ではなく，本自体が子どもの成長の記録になるように作られている。家
庭と子どもに残す，貴重な育児記録として活用されることを勧める。
（前書き，3頁）
男の育児書（1995） ■（1987年版に同じ）
■根幹部分はいつの時代にも不変なエッセンスを内蔵しているつもりだが，項目によっ
て様相が一変していたり，医療や法律関係に変更が見られたりしている現状に合わせ
て，記述を書き換える。
（前書き，6頁）
はじめてパパになる本
（1995）
－
父子手帖（1999） ■育児をはじめてしばらくたったお父さん，あるいは子どもがある程度大きくなってき
たのでそろそろかかわってみたいというお父さんが対象。子どもの年齢として想定し
ているのは0～5歳。
■基本哲学は，カップルで相談し，二人で支えあって育児していくことの大切さを訴え
ること。
■育児の知識が全くない人にも利用できるように工夫。
■離婚そのほかによって単身で育児をしている人へのメッセージも含む。
（前書き，2－3頁）
子育てパパ力検定
（2007）
■父親が自ら主体的に育児にかかわりたいという思いを肩にし，まずはそのきっかけと
なる「お父さんスイッチ」が，この「子育てパパ力検定」。
■父親，父親予備軍の男性，これから地域での社会活動を考えているシニア男性，まだ
男性だけでなく育児と夫育てに関心がある母親を含めたすべての方々を対象。
（前書き，2－3頁より）
忙しいパパのための子育
てハッピーアドバイス
（2007）
■今，パパとして奮闘中の方，またこれからパパになろうとする人にこれだけは知って
おいてほしいということをまとめた。
（前書き，3頁より）
はじめてパパになる本
（2008）
■抱っこの仕方・ほめ方・しかり方…誕生前から3歳までの育児のハウツーがイラスト
ですぐわかる。
■メモ欄・日記欄が随所に。育児の記録とパパの日記になります。
■小児科・産婦人科の先生が丁寧に解説してくれます。
■男のための妊娠・出産育児 Q&Aも満載！
（表紙より）
パパルール（2009） ■父親の育児はもはや社会的ムーブメントです。それに乗り遅れないよう，みなさんも
この本に書かれていることをちょっとだけ参考にし，自分の頭で考えて，楽しい子育
てを満喫してもらえれば幸いです。
（前書き，9頁）
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表3 育児書の内容
妊娠 出産 乳児期（0～1歳） 1～3歳 4歳～就学前 小学校入学以降 その他年齢の想定がないもの
男の育児書
（1987）
子どもができたと
き，妊娠の経過，妊
娠中に起こるからだ
の心配，トラブル，
気をつけたいこと，
セックス，家事（掃
除，洗 濯，炊 事 ほ
か），出産準備
お産の流れ，分娩中
のトラブル，産後の
からだの回復，産後
のセックスと避妊
おむつ，お風呂，泣いたとき，授乳，
離乳食，産休明け，保育所
歩くまで，言葉，お
むつが取れる，子ど
もの病気・子どもの
事故，子どもをどこ
に預けるか
－ － 障害のある子どもの保
育
父子手帖
（1994）
産むことを決める，
産婦人科を選ぶ，妻
の仕事，妊娠中の体
の変化，切迫流産，
スポーツ，夫の優し
さ，たばことアル
コール，セックス，
出産準備・費用，育
児教室
出産の流れ，産後の
妻の心と体
0～6カ月
赤ちゃんの様子，
母乳，ミルク，お
むつ交換，お風
呂，夫の家事参
加，赤ちゃんマッ
サージ，夜泣き，
保育所，離乳食，
赤ちゃんと半日過
ごす
6～12カ月
子どもと遊ぶ，成
長を記録する，妻
の育児休暇日，ア
タッチメント，言
葉，二人目を考え
る，妻の育児不安
お父さんの出番，ほ
め方・しかり方・し
つけ，絵本の読み聞
かせ，集団体験，お
稽古事・幼児教室，
育児書の読み方
－ － 病気の見つけ方と手
当，けがや事故の応急
処置，家の中の危険
男の育児書
（1995）
子どもができたと
き，妊娠の経過，妊
娠中に起こるからだ
の心配，トラブル，
薬・タバコ・お酒，
セックス，家事（掃
除，洗 濯，炊 事 ほ
か），出産準備
お産の流れ，分娩中
のトラブル，産後の
からだの回復，産後
のセックスと避妊
おむつ，お風呂，泣いたとき，授乳，
離乳食，産休明け，保育所
歩くまで，言葉，お
むつが取れる，子ど
もの病気・子どもの
事故，子どもをどこ
に預けるか
－ － 障害のある子どもの保
育
はじめてパ
パになる本
（1995）
妻が妊娠とわかった
とき，妊娠中の胎児
と女性のからだの変
化，妊娠中の妻の生
活・夫の生活，家事
入門，赤ちゃんを迎
える準備，ラマーズ
法，母親学級利用
法，名づけ
お産の始まりから赤
ちゃん誕生まで，入
院中の妻の生活・夫
の精神的ケア，入院
から退院までの夫の
仕事，里帰り出産，
高齢初産のメリッ
ト，出産・育児にか
かる費用，分娩時に
起こりうるトラブル
発達，赤ちゃん行事，授乳・ミルク，
おむつ交換と洗濯，抱き方・泣いたと
き，お風呂，離乳食，あやし方・スキ
ンシップ，お散歩・外出・旅行，暮ら
しの環境・事故防止，赤ちゃんの病
気，衣類の買い方・着せ方，おもちゃ・
絵本，ベビーレンタル活用法，紙おむ
つ・貸おむつ，次の子
成 長・発 達，ほ め
る・しかる，早期教
育，お父さんと遊
ぶ，病気の症状と手
当，けがや事故の応
急手当て
－ － 母親ストレス，薬，赤
ちゃん返り，
父子手帖
（1999）
－ － 0～1歳
ふれあい，関わり方（泣き，抱っこ，
遊び，食事，トイレットトレーニング，
夜泣き），テレビ・ビデオ，発達，妻
と子ども（愛称，育児放棄），妻の仕
事，祖父母と妻，自分のこと
2～3歳
育児方針，子どもの
行事，早期教育，お
稽古事，遊び，自己
主張とわがまま，体
罰，言葉，読み聞か
せ，自分のこと，離
婚，虐待
保育園・幼稚園，け
が，早期教育，発達
（言葉，人間関係，
環境，表現，健康），
夫婦の関係，しつ
け，テレビゲーム，
妻の仕事と家事，父
親の出番，就学に備
えて
－
子育てパパ
力検定
（2007）
つわり，妊娠中毒，
腹帯，名前，不妊症，
父子手帖，マタニテ
ィブルー
高齢出産，出産祝い
金，出生届，立会出
産
母乳，ミルク，おしっこ，うんこ，紙
おむつ，誤飲，グッズ，離乳食，事故・
病気，予防接種，育児休業，子育て費
用，
保育所，待機児童 幼稚園 学童保育，教育費，不登
校
少子化対策，児童虐
待，子どもの権利条
約，芸能，文化，習慣
忙しいパパ
のための
子育てハッ
ピーアドバ
イス（2007）
－ 産後うつ お互いに休日をとろう，子どもが生ま
れたらできること，子どもと遊ぶ
子どもの自己評価 しかる 子どもをほめる，子ども
が思春期になったら，不
登校，しかる，父親の不
在
お父さんが育児をする
と，仕事と育児，心の
絆，会話，夫婦の役割
分担，感謝の言葉，妻
を支える，会話，子ど
もの求める父親
はじめてパ
パになる本
（2008）
妻が妊娠とわかった
とき，妊娠中の胎児
と女性のからだの変
化，妊娠中の妻の生
活・夫の生活，家事
入門，赤ちゃんを迎
える準備，父子手
帳，妊娠と感染症，
不妊治療，名づけ
お産の始まりから赤
ちゃん誕生まで，入
院中の妻の生活・夫
の精神的ケア，入院
から退院までの夫の
仕事，出産・育児に
かかる費用，赤ちゃ
んが生まれたらする
手続き，分娩時に起
こりうるトラブル
発達，赤ちゃん行事，授乳・ミルク，
おむつ変えと洗濯，抱き方・泣いたと
き，お風呂，離乳食，あやし方・スキ
ンシップ，お散歩・外出・旅行，暮ら
しの環境・事故防止，赤ちゃんの病
気，衣類の買い方・着せ方，おもちゃ・
絵本，育児休業，ベビーレンタル活用
法，予防接種，日焼け止め，次の子
成 長・発 達，ほ め
る・しかる，早期教
育，お父さんと遊
ぶ，病気の症状と手
当，けがや事故の応
急手当て，子どもの
夜更かし
－ － 父親は母親ストレスの
救世主，薬，赤ちゃん
返り
パパルール
（2009）
保健，つわり，妊娠
のリスク，赤ちゃん
グッズ，ネーミング
プロジェクト，胎教
立会出産，へその
緒，赤ちゃんになじ
む，出生届，お祝い
おむつ交換，お風呂，予防接種，定期
健診，子守歌，一緒に寝る
遊び，病気・怪我，運動会，卒園式 お風呂，おしゃれ，子ど
もとの時間，おこずか
い，仕事のこと，価値観，
パパ友，母親との関係，
家事，PTA，職場，自分
のこと，子どものカレシ
育児書にみる＜父親＞像
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っかり抱きしめながらお湯につかるのは最高の
気分。（『男の育児書』1987年，106頁）
パパルール021 パパ一人でお風呂に入れる
首が据わらない赤ちゃんを沐浴させるのは，本
当にびくびくする。でも，あの小さくてふにゃ
ふにゃした人間の体の感覚，赤ちゃんを水中で
腕に乗せる感覚……，期間限定の感覚は味わえ
るときに味わっておくといい。でも，ほとんど
のパパが言う「お風呂に入れる」というのは，
単なる「赤ちゃんの体洗い」で，その苦労，そ
の醍醐味の半分も味わってはいない。パパは，
まず自分が湯船につかり，裸ん坊になった赤ち
ゃんを手渡され，その体を洗い，「上がるぞ」
とママを呼び，手渡すだけだからだ。ところが，
ママは違う。ママは一人でお風呂に入れる。…
（中略）…一度でもやると，その大変さが身に
しみるだろう。…（中略）…お風呂から上がっ
て，着替えを済ますと，赤ちゃんは本当に気持
ちよさそうだ。その顔をみて，パパも育児の楽
しさを実感できるはずだ。（『パパルール』2009
年，42－44頁）
＜父親の役割・母親の役割＞
お父さんの出番はいつでもある ③幼児期
子どもがもっと大きくなってきますと，いろい
ろな遊びが成長の一番の糧になります。そのた
めに親は懸命に子どもの遊び相手になろうとし
ます。けれどもお母さんだけですと，どうして
も遊びが限られてきます。お父さんなら平気で
するような「タカイ，タカイ」もお母さんは怖
くてなかなかできないのです。本格的なボール
遊びも木登りも自転車乗りも，どちらかと言う
とお父さんの方が得意な遊びです。そこで幼児
期にはお父さんが遊び相手になって，子どもに
豊かな遊びを経験させてやる必要があるので
す。
④子どもの成長過程には子どもの欲求をできる
だけ満たしてやり，甘えさせてやるということ
が必要ですが，他方で，これはしてはいけない，
これは守らねばいけないということを子どもに
厳しくわからせていくということも必要です。
前者は母性原理，後者は父性原理といえますが
この二つの原理をバランスよく育児の中で発揮
することがとても大切なのです。しかし，母親
だけで育児をしていますとこの二つをうまく使
い分けることが難しくなります。やはりお父さ
んも参加しなくてはならないのです。…（中略）
…ただし父だけが父性原理の体現者ではなく，
今日では，父母双方に両者の原理が必要なので
す。（『父子手帖』1994年，118－119頁）
② 母親との関わり
子どもと関わることと同様に重視されていたの
が，母親との関わりである。妊娠期から家事だけで
なく，母親の気持ちに理解を示し，母親を精神的に
支えることが全ての育児書で重視されていた。
＜母親を支える＞
パパルール002 つわりに動じない 大切なの
は，妊娠すると変化するママの体と心をパパが
理解して，変化に対応することだ。そのときど
きでママが食べたいものを買ってきたり，家事
を肩代わりしたり。ほんの少しのことで，ママ
はずいぶんラクになるはずだ。マタニティーブ
ルーになったママの一番の薬も，パパのやさし
い一言やさりげない対応だったりする。（『パパ
ルール』2009年，12－13頁）
母親ストレス 母親だから子どもがかわいく
て当たり前といのもおかしい。もともと子ども
が好きではない人が親になってしまうことは，
男にも女にも大いにありうる。もし妻がどうし
て私は子どもをかわいいと思えないんだろうと
感じ，私って母親失格だわと悩んでいたら，そ
んな風に悩んでいる人が母親失格のはずはない
と言ってあげよう。まずは，疲れを取ってあげ
ること。十分に寝かせ，子どもから解放してあ
げる。現代社会は，子どもと母親を密室に閉じ
込める。育児に風を通すのは，こんなとき語り
山瀬範子
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合える夫婦の関係から始まるのだ。（『はじめて
パパになる本』1995年，119頁）
＊なお，2008年度版では「父親は母親ストレス
を軽減できる救世主』として加筆掲載されてい
る。
Q10 妻が子どもに「ダメダメ」を連発した
り，どなりつけたりします。何とか緩和する方
法がないものでしょうか？
…（中略）…ですから，こういうときは，例え
ば，土，日などに育児を引き受けて「おまえも
たいへんなんだなあ，きょうはオレが子どもを
みていてやるから，買い物にでも行ってきな
よ」とか，誰かに1晩子どもをみてもらって，2
人で食事にでも出かける，などという方が効果
があります。また，批判をするときも，「ダメ
ダメ……と言いたくなるよなあ，だけど，あん
まり言うと，子どもがイライラするから困って
ね」というような，妻の気持ちに共鳴するよう
な言い方だと，妻のイライラはエスカレートし
なくてもすむでしょう。（『父子手帖』1999年，32
頁）
Q18 夜泣きがつづいています。仕事のため
に部屋を別にしてゆっくり寝たいのですが，妻
は「自分勝手」といいます。
…（中略）…夜泣き対策は最初に乗り越える夫
婦の危機といってもよいくらい，夫婦の共同作
業が問われる課題です。…（中略）…アイデア
を二人で出して，順次やっていくと，その協力
体制が赤ちゃんにも伝わり，家庭のなかの雰囲
気があったかく，ほんわりとしたものになって
いきます。…（中略）…（『父子手帖』1999年，42
－43頁）
子どもに直接かかわることと同じくらい，大切
なのが，夫婦の関係です。母親の心をいかに支
えるか，これが，実は，父親の子育てで，最も
大切なポイントといっても過言ではありませ
ん。（『忙しいパパのための子育てハッピーアド
バイス』2007，71頁）
パパルール066 しんどさをシェアする お年
寄りや妊婦さんに席を譲れない人はカッコ悪
い。同じように，ママのしんどさを見過ごす人
もカッコ悪い。ママのしんどさは，たぶん，わ
かるだろう。毎日顔をみているのだし，しんど
い時にへらへらしている人はいないのだから。
…（中略）…子育てはいろいろな感情を二人で
シェアしやすい。シェアができれば，しんどさ
は2分の1ですむ。逆に，楽しさは2倍以上に
なる。夫婦は，「子ども」を共通項として，つ
らいことも楽しいことも共感し，支えあって生
きていけるのだ。（『パパルール』2009年，112
頁）
パパルール069 ただ聞く 時には聞き役に徹
すること。忙しいパパでもできる，最も簡単で
効果的な育児への参加だ。子どもと直接向き合
うことだけが育児だと思いがちだけど，そうじ
ゃない。ママを支えることも育児の大きな要素
だ。育児を楽しいものにするには，ママがいつ
もいい笑顔でいられなければダメなんだ。その
ためにも，パパはママのストレスを除いてあげ
よう。話を聞くことで，ママの疲れが取れてス
トレスが解消するならお安いご用じゃないか。
（『パパルール』2009年，116－117頁）
（3）仕事と育児，地域との関わり
『男の育児書』では，仕事と両立させ，育児時間
を確保するために，労働運動などが提起されるが，
近年発行された育児書では，状況が多少，変化して
いる。育児時間を確保するだけでなく，育児を通し
て身に付けたことを仕事に生かすという視点や育児
を通して地域との関わりを持つという視点も見出さ
れる。
＜仕事と育児＞
男の職場づきあい 共働きの夫婦はあたりま
えのものになってきたが，男が子育てや家事の
育児書にみる＜父親＞像
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ために「仕事」を犠牲にするなどということに，
あまり世間は好意的ではない。つまり，適度に
家庭的で「良きパパ」であることは好ましいが，
女性と同じように子育てや家事をやり，それを
職場に持ち込んでしまうとなると，もう決して
歓迎されなくなってしまうのである。子育て
は，基本的に女性がやる，という性別役割分業
に，すっかり染め上げられているのが，今の世
間の実情だろう。…（中略）…今の職場や世間
の壁は厚くとも，これからの男たちは，その多
くが君と同じ，働きながら子育てをする立場に
なっていくだろう。自信を持ってやっていこ
う。そのうち壁も，薄くなる。（『男の育児書』
1987年，174頁）
男にも育児時間を‼ 育児と仕事を両立させ
ることの難しさは，男にとっても，従来の女性
たち同様，悩みになっている。このことの大き
な原因のひとつは，日本の企業が，個人の生活
のありようにおかまいなしに人をこき使うこと
にあるのではないだろうか。「職場は神聖。私
生活をもち込むな」と企業サイドはいうが，本
当は私生活のほうが神聖だと思う。…（中略）
…「育児は女にやらせればいい」というのが企
業側の言い分だと思う。たしかに，男は母乳を
子どもにのませることはできない。しかし，ど
の母親も母乳にめぐまれるとは限らないし，男
と女がどのように自分たちの育児を分担しあう
かってことは，当事者が話し合って決めればい
いことで，あらかじめ法律や規則で，育児をど
ちらかの性（事実としては女性にのみ）に限定
するのはおかしいだろう。家事・育児の男女平
等な分担こそ，すでに国際的な流れなのだか
ら，僕たちは，堂々と「男の育児時間」を主張
していい。…（中略）…労働組合が問題意識を
持って，労働条件として使用者に確約させるこ
とが一番良い方法だ。…（中略）…全石油シェ
ル労組は，この六年以上，育児時間獲得のため
の指名ストを続けている。（『男の育児書』1987
年，177－178頁）
パパルール087 職場で子育ての話をする 団
塊の世代の人は，…（中略）…家庭の話など言
語道断だったのだろう。でも，今は違う。優良
企業ほど，職場で，子どもの話，家族の話をし
たってどうってことはない。むしろ，「彼は仕
事と家庭の両方を大切にする，ワークライフバ
ランスがとれた人間である」という捉え方をす
る。…（中略）…職場で子育ての話をする。た
だそれだけのことが，働くパパにとって計り知
れないメリットを生むのだ。（『パパルール』2009
年，145－147頁）
パパルール088 仕事に穴をあけることを恐れ
ない 今は，仕事だけやっていて家庭のことが
おろそかになっている人は人気が出ない時代な
のだ。上司だって，どんなに仕事ができても家
庭が崩壊していれば尊敬されない。…（中略）
…母親でも父親でも子育てをすると，リスクマ
ネジメントやタイムマネジメント能力が確かに
身につく。育児や家事を妻に任せっぱなしのパ
パには，一生身につかない能力だろう。（『パパ
ルール』2009年，147－149頁）
＜地域との関わり＞
パパルール082 子ども人脈を作る 町内のネ
ットワークに保育所ネットワーク，学校ネット
ワーク……，子ども同士が仲良くなってできる
ネットワークもある。地域のネットワークほど
リアルに役に立つものはない。生きた情報がも
らえるし，ちょっとした悩みも相談できる。き
ょうだいのおさがりだってたくさんもらえる。
子どもたちの生きていく場所が広がり，自分も
そこに交じることができる。…（中略）…「自
分の家だけがハッピーであれば……」と思いが
ちだけど，残念ながらその公式は成り立たな
い。だって，子どもは家の中だけでは育たない。
地域に包まれるようにして育つものだから。
（『パパルール』2009年，138－139頁）
山瀬範子
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Ⅳ．まとめ
＜父親＞に対して求められる役割は，子どもに関
わること（世話をする，遊ぶ，しつけなど）だけで
なく，母親を支えること，特に精神的に支えること
が重視されていた。子どもと関わることが求められ
た時期から，子どもと関わるだけでなく，母親を精
神的にサポートすることが父親に求められるように
なったことが分かる。また，近年発行された育児書
では，父親が「育児を楽しむこと」，「育児を通して
成長すること」が強調されていた。また，世話や遊
びといった子どもとの関わり，母親を精神的に支え
るといった役割はどの育児書でも共通してみられ
た。
社会の変化とともに変化した点としては，「子ど
もとの関わり方が分からなくて悩む」「子どもと関
わる時間を確保するために苦慮する」父親から，近
年，「母親と一緒に悩んだり，楽しんだり，共感し
たりする父親」「育児を楽しむ父親」「育児を通して
成長する父親」といった父親像への変化がみられ
た。育児の大変さ・つらさに共感を示す一方，楽し
みや成長を強調している。
近年，発行されている育児書は，イラストや漫画
を活用したり，平易な文章で読者の共感を得やすい
スタイルで執筆されたものが多い。対象となる年齢
層に幅が見られたが，他にも，広範な読者を獲得し
ていると考えられる。
このような広がりを見せる育児書が，どのように
受け止められているのか，どのように活用されてい
るのか，受容過程もあわせて検討していく必要があ
る。
＜参考文献＞
出版年鑑編集部編1983～2012『出版年鑑』出版ニュース
社
天童睦子編2004『育児前略の社会学－育児雑誌の変容と
再生産』世界思想社
汐見稔幸・長坂典子・山崎喜比古・著／小泉るみ子・絵
1994『父子手帖』大月書店
汐見稔幸・田中千穂子・土谷みち子・著／小泉るみ子・
絵1999『父子手帖 Part2乳幼児』大月書店
NPO法人ファザーリング・ジャパン編2007『子育てパ
パ力検定』小学館
明橋大二2007『忙しいパパのための子育てハッピーアド
バイス』1万年堂出版
安藤哲也・小崎恭弘2009『パパルール』合同出版
男の子育てを考える会編1987『男の育児書』現代書館
男の子育てを考える会編1995『男の育児書＜新装改訂
版＞』現代書館
今田義夫・貝嶋弘恒1995『はじめてパパになる本－父親
のための育児手帖』実業之日本社
今田義夫・貝嶋弘恒2008『はじめてパパになる本－父親
のための育児手帖＜増補改訂版＞』実業之日本社
【付記】本稿は，平成23・24年度科学研究費助成事業若
手研究（B）「「父親」をめぐる育児に関する意識の形成・
変容に関する研究」（課題番号：23700867）による研究
成果の一部である。
育児書にみる＜父親＞像
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